
世界の自動車保有台数は、現在 6 億台を突破している。日本国
内だけでも約6,200万台、国民２人に１台の割合である。ユーザー
の好みに合わせて、高級車、スポーツカー、RV など、自動車の
タイプもますます多様化している。しかし一方では、排気ガスや
フロン、廃棄物処理などの地球環境問題、安全性や交通渋滞な
どの社会問題が大きくクローズアップされている。また、多様化
するユーザーニーズを満足させると同時に、コスト低減が重要課
題として浮かび上がってきている。このような数多くのテーマに、
自動車はどのような進化を遂げていくのだろうか。
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